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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

 2018 年採集のマダラの放射性セシウム（137Cs）濃度でみられたサイズ効果（大型個体の方が

値が高い現象）について窒素安定同位体比（δ15N）から検討したところ、筋肉中のδ15N につ

いてもサイズ効果がみられた。これらの結果は、震災以前に報告されている知見と類似してお

り、2018 年採集のマダラでは、震災以前と同様の環境下での 137Cs の蓄積メカニズムがサイズ

効果の要因となっている可能性が示唆された。 

                                                                                                                         

（１） 2018 年 5～12 月に福島県沿岸域で採集されたマダラ（40 個体）を供試魚とし、全長の測

定を行った後、筋肉部位を用いて 137Cs濃度とδ15N の分析を行った。 

（２） 筋肉中の 137Cs濃度とδ15N は全長の増加とともに値が上昇した（図 1, 2）。 

（３） δ15N は捕食-被捕食関係を通して濃縮し値が上昇するため、栄養段階の推定に用いられて

いる。また震災以前の環境では、マダラでみられる 137Cs のサイズ効果は栄養段階が異なる

食性の変化が要因の一つとして考えられている（Kasamatsu and Ishikawa 1997）。 

（４） 本研究の結果は、Kasamatsu and Ishikawa (1997)でみられた 137Csとδ15N のサイズ効果

の結果と類似していることから、2018 年採集のマダラでは、震災以前と同様の環境下での
137Cs の蓄積メカニズムがサイズ効果の要因である可能性が示唆された。今後は、食性につ

いての検討が必要である。 

 

２ 期待される効果 

（１） 福島県沿岸域の魚類に対する放射性物質蓄積の影響を解明する資料となる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） マダラの餌生物の 137Cs 濃度、年級群ごとのサイズ効果については再検討する必要がある。 
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Ⅲ その他 

１ 執筆者 

天野洋典 

２ 実施期間 

平成 30～令和 2 年度 
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図１ 全長と 137Cs濃度の関係         

 

図２ 全長とδ15Nの関係 
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